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JAIFAー INFOMATIONJAIFAー INFOMATION

『Ｐｒｅｓｅｎｔ』の誌面がリニューアルし、いよいよ来月、
２０２１年４月号より、フルカラーとなります。
本文の写真やイラストも一層華やかになり、
さらに見やすい誌面でさまざまな情報をお届けします。
次号をどうぞ、お楽しみに！
※表紙はイメージになります。

２０２１年春季から段階的にリニューアル予定。ご期待ください！
（本誌巻頭ページをご覧ください）

累計総額　5億5,592万7,461円
令和2年度募金現在額は881 万1,663円です （令和 3年 1月31日現在）

Ｐｒｅｓｅｎｔは２０２１年４月号より、
冊子版、電子版ともフルカラーでお届けします！

広島城

生命保険の学習サイトJAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』4月号は、スマートフォンでも読むことができます。
JAIFA はこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます。

もっと元気よく

日本を

www.jaifa.or.jp

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
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ＪＡＩＦＡのウェブサイトが生まれ変わります！！

「２０２１ＪＡＩＦＡ年次大会 in 広島」の
開催に関するお知らせ

コロナ禍の影響が続く中で、5月28日に予定しています広島大会は、現在、コロナ感染防止
対策、ソーシャルディスタンス等を十分に配慮したうえで開催することを計画しています。
しかしながら、現在、一部都市圏での緊急事態宣言が発出されていること、また、それ以外の
多くの地域でも感染防止対策が強化されていることを受けて、慎重な判断をしています。
よって、次回 4月号にてご案内のうえで参加申込をお受けする予定です。
皆様におかれましては、事情ご賢察いただきまして、今しばらくお待ちいただきますようお知
らせ致します。

２０２１ＪＡＩＦＡ年次大会 in 広島実行委員会

※チケットの販売は 4月1日を予定しています。
※開催にあたっては、例年よりも参加人数が制限される場合があります。
※コロナ禍の状況によっては、中止・延期する場合があります。



JAIFA は、
withコロナ時代の訪れに対応。

オンラインイベントや
セミナー配信はもちろん、
非対面の情報発信を
ますます充実させていきます！

※デザインは開発中のイメージです。

JAIFA ホームページには有益情報が沢山掲載されています。
一般の方にも会員にも更に活用してもらえるよう……
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一般の方にも会員にも更に活用してもらえるよう……

2021年、JAIFAのウェブサイトが
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2021年、JAIFAのウェブサイトが

生まれ変わります！！

2021年春季から段階的にリニューアル予定。
ご期待ください！

スマホや
タブレットでの
表示も最適化！

イベント・セミナー情報が検索しやすくなります。
オンラインセミナーもすぐに探せる！
イベント・セミナーのページから直接申し込みまで
完結できるので、会員、一般の方も参加しやすくなります。
もちろんスマホの表示にも最適化。いつでもどこでも最新情報を見逃しません。

各地方協会のイベント・セミナー情報に
直接参加申込ができ、ネット決済にも対応予定！

この広報誌「Present」の記事を、ウェブサイトにも掲載していきます。
公益社団団体として広くお知らせしたい有用な知識を、みんなで共有しやすくなり
ます。『この記事、わかりやすいからあの人にも読んでほしいな…』と思ったら、
LINEで直接お知らせしたり、URLを送ったり。FacebookやTwitterで拡散も簡単。
会話のきっかけとしてもご利用ください。

広報誌『Present』をウェブ掲載！
PDF版と違い記事単位での共有が可能。
みんなにお知らせしやすくなります！



東日本大震災から１０年

令和　３年　３月１１日

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

犠牲になられました皆様に、
心より哀悼の意を捧げます

そして、被災されたすべての皆様に
心からお見舞いを申し上げますとともに

復興の日が１日も早く
訪れますことを祈念致します
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白水性一
昭20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4・13

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月から盛運期に入ります。自分の考え
はピントピタリです。昨年からの渋滞気
分を一気に吹き飛ばしましょう、ただし運
気は微力ですから、急がないで慎重に進
みましょう。ビジネス運は奉仕がテーマ
ですので、周囲には手を貸して上げましょ
う。金銭運はここからが始まり。社交運
は少しずつ上昇です。
開運★今月は吉方位がないので、先祖供養
（お墓参り）を。（渋滞した気が浄化される、
先が読めるようになる）

運気は運勢階段の 2 期目で発展の時を
迎えました。自分の気持ちや行動よりも、
取り巻く周囲の状況が当てにできるとき
です。ビジネス運は再生復興が可能な
月。今まで放置していたことや半分諦め
ていた案件など、もう一度考えてみましょ
う。良い結果が出るでしょう。金銭運は
もう少し後の楽しみ。社交運は良好です。

開運★東北大吉方位～遠方泊まり可。
（たまには家族旅行を）

盛運の 3 期目の今月は、特に永年願っ
てきた事が実を結びます。自分の行動や
感覚等は、思ったよりも周囲の力に支え
られます。できるだけ周囲の意見を聞き
ながら応援してもらうこと。ビジネス運
は千客万来になりそうですから、しっかり
取り込みましょう。金銭運は悪いですし、
社交運は新しい出会いが少ないです。欲
を出さないでね。
開運★北吉方位～ここで営業活動を。
（身内からの良い情報が入る）

運勢階段の最高位で過ごす今月は慎重
策が求められます。自分の勘も行動も、
取り巻く周囲の状況もピント外れです。
できる限り基本に沿って行動することが
求められます。ビジネス運は現状維持を
守り、自分の足許を固めて内面の強化を
しておいてね。金銭運は周りから持ち込
まれます。社交運は現状維持を守ること。

開運★北吉方位～ここで営業活動を。
（昇格や昇進の望みが持てる、良い情報が入る）

勢いが出ていてすぐにも動きたいあなた
ですが、　全ての物事や対人関係がギク
シャクしてしまいます。出足を挫かれや
すいので注意しましょう。ビジネス運は
他動的な難を被りやすいので周りの影響
を避けて独自の考えで動く事が大事。金
銭運は良好です。社交運は気軽にお誘
いを受けていると赤字になる暗示があ
り、散財に注意です。
開運★東北大吉方位～ここで商談飲食を。
（社交運、営業利益がアップする吉方位）

運気はなかなかビジネスモードを発揮で
きずに相変わらずお休みモードで過ごす
1ヵ月です。自分の気も取り巻く周囲の
状況もあなたの味方になりません。ビジ
ネス運は身内や組織からの支援をいただ
ける活動をしましょう。金銭運は無駄遣
いが多いので引き締めて、散財しない努
力が必要。社交運は良くないです。
開運★南大吉方位～ここで営業活動を。
( 古い友人や仲間との再会あり。そこから支
援の輪ができる )

令和 3 年の年頭から変身願望が強く出
ていて、できれば早めに流れを変えたい
あなたですが、今月はまだ変化をしては
ならないのです。変化厳禁です。ビジネ
ス運は自分の気も取り巻く周囲もピント
外れなので周囲に邪魔をされないように
気を付けてね。金銭運は良くありません。
社交運は復活の兆しあり。再開に期待。

開運★南大吉方位～遠方泊まり可。旅に出ま
しょう。（身内や組織からの支援を受ける）

離合集散の時を迎えました。全ての事で
別れと出会いが繰り返される1ヵ月です。
良い事は昇級や昇進などがあります。再
婚を希望する方々には最良の月。ビジネ
ス運は見直しや離職の人がターゲットで
す。金銭運は副業的な事に朗報ですが、
忘れた支払い等の請求などもあり。社交
運は再会や復活などが盛んになります。

開運★東北大吉方位～ここで飲食や商談を。
（仲間での飲食から紹介話が舞い込む）

今月は低迷して体力が落ちる時を迎え、
気力が萎える、そしてやる気をなくして
しまう時なのです。ビタミン補給をして
体力維持をして次月に備えましょう。ビ
ジネス運は家族や母親、妻等からの支援
を得られます。金銭運は残念。もっぱら
後半に形づきます。社交運は秘密の恋
は危険一杯な時なのでご用心。新しい
出会いはないです。
開運★東大吉方位～この方位の神社にご祈
願を。（発展の兆しがでる、元気になる）

2021年 3月節
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「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2021 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

CON T E N T S

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02 特集  
第 6 回　ニッポンの伝統文化【最終回】

     「日本酒」を知って、　　　　　　　
もっと楽しもう！

06 第 6 回　身近なサイエンス【最終回】

 リチウムイオン電池

08 第 71 回　ゼロから学ぶ税金講座
 続く相続ブーム

10 第 219 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「見えない杖」
 東京都 東京学芸大学附属小金井中学校　1 学年　髙畑 日奈子

12 第 48 回　社会保険 Q&A
 「70 歳リタイア」時代と社会保険（前編）

13 第 108 回　桐生純子の愛され力   
コミュニケーション術

  【素敵な人になるヒント】 
～好感度が上がる画面の作り方～

14 第 196 回　お客様からの感謝の声
 生命保険と個人年金保険に加入して約 30 年。

老後の備えまで準備でき、長年続けてきて　
よかったです

 
18 「令和３年度 税制改正大綱」の概要

21 第 120 回　思わず伝えたくなる！   
お金にまつわるエトセトラ

 ポイント・マイルは相続できる？

政府は 2021 年 1 月 22 日、新型コロナワクチンに関する情報発信を行う特設サイトと公式ツイッ
ターを開設しました。これらを活用し、ワクチン接種に関する理解を深めましょう！
首相官邸 HP より「新型コロナワクチンについて」
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/vaccine.html
首相官邸ツイッター「新型コロナワクチン情報」
https://twitter.com/kantei_vaccine

新型コロナウイルス感染症予防のために　

首相官邸 HP 首相官邸ツイッター

01 2021  |  March
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が
宮
中
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
宮
中
で

の
作
法
が
記
さ
れ
た
『
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
』
に
は
、
米
・
麹
・

水
で
仕
込
む
酒
造
り
の
詳
細
が
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。宮

中
の
高
度
な
技
術
で
作
ら
れ
た
酒
は
、
貴
族

な
ど
ご
く
一
部
の
人
の
た
め
の
飲
み
物
で
し
た

が
、や
が
て
市
井
に
も
酒
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
寺
院
で
作
ら
れ
る
「
僧
坊
酒
」
の
始
ま

り
で
す
。
そ
の
中
で
も
、高
野
山
の
「
天
野
酒
（
あ

ま
の
さ
け
）」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
酒
」を
知
っ
て
、

も
っ
と
楽
し
も
う
！

８
・
9
・
11
・
12
・
2
月
号
と
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
伝
統
文
化
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

最
終
回
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
い
ま
や
世
界
中
の
人
々
に
「
S
A
K
E
」
と
し
て
愛
飲
さ
れ
て
い
る
日
本
酒
。

和
食
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
世
界
的
な
人
気
で
評
価
の
高
ま
る
日
本
酒
に
つ
い
て
、

そ
の
歴
史
や
日
本
酒
の
種
類
、
飲
み
方
や
健
康
効
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

6
最終回

02



ニッポンの
伝統文化

特集
こ
う
し
て
祭
り
な
ど
の
と
き
に
庶
民
が
酒
を
飲

む
よ
う
に
な
る
と
、
商
家
も
酒
造
り
を
始
め
ま
し

た
。
日
本
最
古
の
酒
蔵
は
、
茨
城
県
笠
間
市
に
あ

る
「
須
藤
本
家
」
で
、
創
業
は
平
安
時
代
末
期
の

１
１
４
１
年
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

日
本
酒
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

日
本
酒
の
原
料
は
、「
米
・
米
麹
・
水
」
の
３

つ
が
基
本
で
す
。
原
料
と
な
る
米
の
種
類
や
削
り

方
（
精
米
歩
合
）、
醸
造
方
法
の
違
い
や
添
加
物

の
有
無
に
よ
っ
て
種
類
が
あ
り
、
味
わ
い
も
変
わ

り
ま
す
。

日
本
酒
は
大
き
く
、「
吟
醸
酒
」「
純
米
酒
」「
本

醸
造
酒
」
に
分
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
特
定
名

称
の
清
酒
」
と
呼
ば
れ
、
国
税
庁
の
『
清
酒
の
製

法
品
質
表
示
基
準
』
で
は
、
使
用
す
る
原
料
や
製

法
（
精
米
歩
合
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
下
表
の
よ
う

に
８
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

●

吟
醸
酒

吟
醸
酒

吟
醸
酒
は
、
米
・
米
麹
・
水
と
と
も
に
、
醸
造

用
ア
ル
コ
ー
ル
を
原
料
に
使
用
し
ま
す
。さ
ら
に
、

「
精
米
歩
合
60
％
以
下
」「
吟
醸
造
り
の
製
法
で
あ

る
こ
と
」
な
ど
が
、
吟
醸
酒
の
要
件
で
す
。
吟
醸

造
り
と
は
、
よ
く
磨
か
れ
た
米
を
、
通
常
よ
り
も

低
温
で
長
時
間
発
酵
さ
せ
る
製
法
で
、
こ
れ
に
よ

り
華
や
か
で
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
が
特
徴
の
日
本

酒
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

●

純
米
酒

純
米
酒

米
・
米
麹
・
水
、
３
つ
の
原
料
だ
け
で
作
ら

れ
る
の
が
純
米
酒
で
す
。
醸
造
用
ア
ル
コ
ー
ル

が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
コ
ク
や
旨
味
、
ふ

く
よ
か
さ
が
前
面
に
出
て
く
る
、
濃の

う
じ
ゅ
ん醇

な
味
わ

い
が
特
徴
で
す
。
米
が
持
つ
本
来
の
旨
味
が

感
じ
ら
れ
る
の
も
、
純
米
酒
な
ら
で
は
で
し
ょ

う
。

●

本
醸
造
酒

本
醸
造
酒

吟
醸
酒
と
同
様
に
、
米
・
米
麹
・
水
に
加
え

て
、
醸
造
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
原
料
に
使
用
し
ま

す
。
吟
醸
酒
と
の
違
い
は
、「
精
米
歩
合
は
70
％

以
下
」「
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
の
添
加
量
は
、
原
料

の
米
の
総
重
量
の
10
％
未
満
」
と
い
っ
た
点
で

す
。
味
わ
い
は
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
辛
口
で
、
甘

く
な
り
す
ぎ
ず
、
後
味
の
爽
快
感
の
良
さ
も
特

徴
で
す
。
辛
口
の
日
本
酒
が
好
き
な
人
に
合
い

ま
す
。

特定名称 使用原料 精米歩合 こうじ米使用割合
（新設） 香味等の要件

吟醸酒 米、米こうじ、 
醸造アルコール 60% 以下 15% 以上 吟醸造り、固有の香味、色沢が良好

大吟醸酒 米、米こうじ、 
醸造アルコール 50% 以下 15% 以上 吟醸造り、固有の香味、色沢が特に良好

純米酒 米、米こうじ － 15% 以上 香味、色沢が良好

純米吟醸酒 米、米こうじ 60% 以下 15% 以上 吟醸造り、固有の香味、色沢が良好

純米大吟醸酒 米、米こうじ 50% 以下 15% 以上 吟醸造り、固有の香味、色沢が特に良好

特別純米酒 米、米こうじ 60% 以下又は特別な
製造方法（要説明表示） 15% 以上 香味、色沢が特に良好

本醸造酒 米、米こうじ、 
醸造アルコール 70% 以下 15% 以上 香味、色沢が良好

特別本醸造酒 米、米こうじ、 
醸造アルコール

60% 以下又は特別な
製造方法（要説明表示） 15% 以上 香味、色沢が特に良好

■特定名称の清酒の種類

出典：国税庁「『清酒の製法品質表示基 準』の概要」より ht tps : //www.nta . go . jp/ ta xes/sake/hyoj i /se ishu/ga iyo/02 . h tm

03 2021  |  March



日
本
酒
の
楽
し
み
方
、　
　
　
　

日
本
酒
の
楽
し
み
方
、　
　
　
　

冷
そ
れ
と
も
燗
？

冷
そ
れ
と
も
燗
？

日
本
酒
は
種
類
も
多
い
で
す
が
、
飲
み
方
も

多
彩
で
す
。
冷
や
し
て
飲
む
、温
め
て
飲
む
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
温
度
で
飲
み
方
が
楽
し
め
る
こ
と

も
魅
力
の
一
つ
。
家
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
い

ま
、
い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

●

冷
酒
冷
酒

冷
蔵
庫
な
ど
で
冷
や
し
た
酒
で
、
温
度
は
５

〜
15
度
程
度
の
範
囲
で
す
。
冷
や
せ
ば
冷
や
す

ほ
ど
、
香
り
や
味
が
落
ち
着
き
、
飲
み
や
す
く

な
り
ま
す
、
す
っ
き
り
と
し
た
飲
み
心
地
に
な

る
た
め
、
吟
醸
酒
や
生
酒
な
ど
、
香
り
を
楽
し

む
日
本
酒
に
向
い
て
い
ま
す
。

●

常
温（
冷
や
）

常
温（
冷
や
）

冷
や
す
こ
と
も
燗
も
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
温

度
で
酒
を
飲
む
飲
み
方
で
、
概
ね
15
〜
20
度
程

度
の
温
度
で
す
。
季
節
に
よ
っ
て
は
、
軽
く
温

め
た
り
、
冷
や
す
と
飲
み
頃
に
な
り
ま
す
。
口

当
た
り
が
良
く
、
日
本
酒
の
本
来
の
香
り
や
味

が
楽
し
め
ま
す
。
純
米
酒
や
吟
醸
酒
が
お
す
す

め
で
す
。

●

燗
酒
燗
酒

温
め
て
飲
む
飲
み
方
で
、「
お
燗
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
温
度
は
30
〜
55
度
程
度
で
、
電
子
レ

ン
ジ
や
湯
煎
で
温
め
ま
す
。
酒
の
旨
味
や
甘
み

が
増
す
こ
と
で
、
酒
が
持
つ
味
の
幅
が
広
が
り

ま
す
の
で
、
好
み
に
合
わ
せ
て
温
度
を
調
節
し

ま
す
。
燗
酒
に
は
、
純
米
酒
や
本
醸
造
酒
が
向

い
て
い
ま
す
。

日
本
酒
の
健
康
効
果
は
？

日
本
酒
の
健
康
効
果
は
？

「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
れ
ば
、
酒
好
き

の
人
に
と
っ
て
は
心
強
い
限
り
で
す
。日
本
酒
は
、

米
と
米
麹
を
発
酵
さ
せ
る
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

栄
養
成
分
が
生
ま
れ
ま
す
。
栄
養
成
分
が
多
く
含

ま
れ
る
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

●

身
体
に
大
切
な
ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富

身
体
に
大
切
な
ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富

日
本
酒
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
中

で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
「
ア
ミ
ノ
酸
」。

ア
ミ
ノ
酸
は
、た
ん
ぱ
く
質
の
元
と
な
る
た
め
、

身
体
に
は
大
切
な
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
そ

の
ア
ミ
ノ
酸
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
中
で
は
日
本

酒
が
最
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

ミ
ノ
酸
は
肌
の
天
然
保
湿
因
子
の
主
成
分
で
も
あ

り
、
美
肌
効
果
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

●

新
陳
代
謝
が
良
く
な
る

新
陳
代
謝
が
良
く
な
る

血
管
の
働
き
を
助
け
、
体
温
を
上
げ
る
の
に

役
立
つ
「
ア
デ
ノ
シ
ン
」
と
い
う
成
分
が
、
日

本
酒
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
体
温
が
上
が
る
こ

と
で
新
陳
代
謝
が
促
進
さ
れ
、
身
体
の
古
い
細

胞
が
新
し
い
細
胞
に
入
れ
替
わ
り
、
皮
膚
や
髪

を
若
々
し
く
保
つ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
血
行
が
良
く
な
れ
ば
、
内
臓
機
能
が

活
発
に
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
も
ア
ッ
プ
。

さ
ら
に
、
体
の
凝
り
が
ほ
ぐ
さ
れ
る
、
冷
え
性

を
改
善
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

●

肌
へ
の
美
容
効
果
も

肌
へ
の
美
容
効
果
も

栄
養
成
分
豊
富
な
日
本
酒
は
、
美
容
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
酒
に
多
く
含
ま
れ

る
「
コ
ウ
ジ
酸
」
は
、
肌
の
シ
ミ
の
元
に
な
る
、

メ
ラ
ニ
ン
生
成
を
抑
え
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

04



す
。ま

た
、ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
仲
間
で
あ
る「
フ
ェ

ル
ラ
酸
」
は
、
肌
の
老
化
に
関
連
す
る
活
性
酸
素

を
減
ら
し
て
く
れ
る
働
き
が
あ
り
、
シ
ミ
や
た
る

み
の
解
消
な
ど
、
美
肌
効
果
が
期
待
で
き
る
成
分

で
す
。

＊
＊
＊

日
本
各
地
で
作
ら
れ
る
日
本
酒
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
的
な
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
栄

養
も
豊
富
で
健
康
効
果
も
期
待
で
き
る
飲
み
物
で

す
。
適
量
を
守
り
な
が
ら
楽
し
め
ば
、
自
宅
飲
み

時
間
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

きめ細やかな味わいが魅力の日本酒だけに、造り手にも繊細で高度な技能が求められます。蔵元から

酒造りを請け負う職人集団である“蔵人”のリーダーで、最高責任者が「杜氏（とうじ）」です。

かつて、酒造りは神に仕える女性たちの仕事でしたが、その中で年かさの女性を「刀自」と呼んでい

たことから発音が受け継がれ、今の字が当てられたといわれています。

そもそも杜氏は、地元で農業を営み、冬場に酒造りをする、いわば“季節労働者”でした。杜氏が中心

となり、農閑期で手の空いた農村の人たちを率いて、日本酒づくりを請け負う杜氏集団ができたので

す。

いまでは、地方によって酒造りの技が受け継がれ、日本各地にさまざまな杜氏集団が生まれました。

中でも、岩手県の「南部杜氏」、新潟県の「越後杜氏」、兵庫県の「丹波杜氏」は、日本の 3大杜氏と

いわれ、高度な技術を持った杜氏として知られています。

酒造りのリーダーである杜氏は、蔵元が求める酒を作るために、酒蔵

内の管理全般に目を光らせ、原料の扱い、圧搾、貯蔵、熟成など、製造

工程全般に関わっていきます

杜氏を中心とした、伝統的な製造法で作られる日本酒ですが、海外で

も高い評価を受け、「獺祭」で知られる山口県の旭酒造に杜氏はい

ません。徹底したデータ取得・管理の手法を用い、近代的な工場で生

産されているのです。

杜氏とは杜氏とは
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電
池
は
モ
バ
イ
ル
機
器
や
電
動
自
動
車
を
は
じ

め
、
発
電
所
や
通
信
設
備
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
場
所
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
代
社
会
で
欠

か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
達
が
日
常
生
活
で
使
用
し
て
い
る
電
池

は
、
大
き
く
分
け
て
２
種
類
が
存
在
し
ま
す
。

ひ
と
つ
は
「
一
次
電
池
」
と
い
い
、
ア
ル
カ
リ

乾
電
池
や
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
な
ど
使
い
捨
て
の

電
池
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
二
次
電
池
」
と
い
い
、

鉛
蓄
電
池
や
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
な
ど
充
電
し

て
繰
り
返
し
使
え
る
電
池
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
も
二
次
電
池
に
あ
た
り
ま
す
。

一
次
電
池
も
二
次
電
池
も
電
池
と
し
て
の
構

造
は
基
本
的
に
は
同
じ
で
、ど
ち
ら
も
「
正
極
」

「
負
極
」「
電
解
質
」
の
三
要
素
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
負
極
と
正
極
を
導
線
で
繋
ぐ
と
、
次

の
仕
組
み
で
電
気
が
発
生
し
ま
す
。

①
負
極
と
電
解
質
の
化
学
反
応
に
よ
り
、
負

極
が
イ
オ
ン
と
な
っ
て
電
解
質
に
溶
け
て
電
子

を
放
出
す
る
。

②
放
出
さ
れ
た
電
子
が
導
線
を
通
っ
て
負
極

か
ら
正
極
に
移
動
し
、
電
流
が
発
生
す
る
。

③
正
極
に
移
動
し
た
電
子
が
溶
け
出
し
た
イ

電
池
の
特
徴
を
決
め
る
の
は
材
質

電
池
の
特
徴
を
決
め
る
の
は
材
質

２
０
１
９
年
12
月
、
旭
化
成
株
式
会
社
名
誉

フ
ェ
ロ
ー
で
あ
り
名
城
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
教
授
で
あ
る
吉
野
彰
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
理
由
は
「
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発
」。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

オ
ン
と
結
び
つ
い
て
安
定
す
る
。（
図
表
１
）

負
極
の
原
子
が
電
子
を
放
出
し
き
る
と
「
電

池
切
れ
」
に
な
り
ま
す
が
、
二
次
電
池
は
発
電

時
と
逆
方
向
の
電
気
を
与
え
る
、
つ
ま
り
充
電

す
る
こ
と
で
、
正
極
に
移
動
し
て
き
た
イ
オ
ン

と
電
子
を
負
極
に
戻
し
て
再
び
使
え
る
状
態
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

電
池
の
性
能
や
性
質
は
負
極
、
正
極
、
電
解

質
の
材
料
の
性
質
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
無

限
と
も
い
え
る
組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
負
極
に
適
す
る
素
材
を
突
き

6

9 月号より普段は意識することのない身の回りの科学の秘密を探る
「身近なサイエンス」を 6 回にわたり連載してきました。

最終回は、小さな体に大きなパワーを秘めた、
現代社会の必需品、モバイル社会の大黒柱・リチウムイオン電池です。

リチウムイオン電池

図表１■電池の基本的な仕組み

最終回
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図表２■主な二次電池の特徴

止
め
た
の
が
吉
野
氏
な
の
で
す
。

高
性
能
を
実
現
す
る
　
　
　
　
　

高
性
能
を
実
現
す
る
　
　
　
　
　

リ
チ
ウ
ム
の
性
質

リ
チ
ウ
ム
の
性
質

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
リ
チ
ウ
ム
を
含
ん

だ
化
合
物
を
電
極
に
使
用
し
て
お
り
、
充
放
電

に
合
わ
せ
て
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
正
極
と
負
極

を
行
き
来
し
ま
す
。
動
作
の
基
本
的
な
仕
組
み

は
他
の
二
次
電
池
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
材
料

の
リ
チ
ウ
ム
の
特
性
に
よ
り
、
従
来
の
二
次
電

池
の
課
題
を
大
き
く
解
決
し
ま
し
た
。

リ
チ
ウ
ム
の
性
質
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
点

は
、
金
属
の
中
で
最
も
軽
い
元
素
だ
と
い
う
こ

と
。
同
じ
重
量
あ
た
り
で
は
、
リ
チ
ウ
ム
は
他

の
金
属
元
素
よ
り
も
多
く
の
原
子
を
詰
め
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
池
は
電
子
を
放
つ
原
子

の
数
が
多
い
ほ
ど
容
量
が
大
き
い
の
で
、
電
池

の
重
さ
を
基
準
に
す
れ
ば
よ
り
長
持
ち
す
る
電

池
に
。
電
気
の
容
量
を
基
準
に
す
れ
ば
よ
り
軽

量
・
コ
ン
パ
ク
ト
な
電
池
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
チ
ウ
ム
は
イ
オ
ン
へ
の
な
り
や
す

さ
を
表
す
「
イ
オ
ン
化
傾
向
」
が
大
き
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
電
池
は
負
極
と
正
極
の

イ
オ
ン
化
傾
向
の
差
が
大
き
い
ほ
ど
生
み
出
せ

る
電
圧
が
高
く
な
る
た
め
、
リ
チ
ウ
ム
を
使
う

と
強
い
電
圧
を
生
み
出
せ
ま
す
。

そ
し
て
、
二
次
電
池
に
は
電
池
を
使
い
切
ら

ず
に
充
放
電
を
繰
り
返
す
と
継
ぎ
足
し
た
時
の

容
量
を
境
に
電
圧
が
下
が
っ
て
し
ま
う
「
メ
モ

リ
ー
効
果
」
と
い
う
現
象
が
あ
る
の
で
す
が
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
は
メ
モ
リ
ー
効
果
が

現
れ
ま
せ
ん
。
継
ぎ
足
し
充
電
を
し
て
も
性
能

を
落
と
さ
ず
に
長
期
間
使
え
ま
す
。

軽
量
、
大
出
力
、
長
寿
命
。
こ
れ
ま
で
の
二

次
電
池
で
は
達
成
が
難
し
か
っ
た
高
性
能
を
実

現
し
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
革
新
的
な
二

次
電
池
な
の
で
す
。（
図
表
２
）

扱
い
を
知
れ
ば
劣
化
を
抑
え
ら
れ
る

扱
い
を
知
れ
ば
劣
化
を
抑
え
ら
れ
る

高
い
性
能
を
誇
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
で

す
が
、
使
い
続
け
る
う
ち
に
電
極
の
材
料
の
分

子
構
造
が
変
化
し
、
収
め
ら
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
の
量
が
減
っ
て
容
量
が
減
少
し
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
劣
化
す
る
原
因

は
、主
に
「
サ
イ
ク
ル
劣
化
」
と
「
保
存
劣
化
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。サ
イ
ク
ル
劣
化
と
は
、

充
電
と
放
電
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と
で

生
じ
る
劣
化
の
こ
と
。
市
販
品
の
多
く
は
、
充

電
サ
イ
ク
ル
を
８
０
０
回
繰
り
返
す
と
容
量
が

60
％
程
度
に
ま
で
低
下
し
ま
す
。

ま
た
保
存
劣
化
と
は
、
電
池
を
使
わ
ず
に
放

置
し
て
い
て
も
生
じ
る
劣
化
の
こ
と
。
満
充
電

や
残
量
０
の
状
態
で
放
置
す
る
こ
と
で
大
き
く

劣
化
が
進
行
し
ま
す
。
サ
イ
ク
ル
劣
化
・
保
存

劣
化
と
も
に
、
高
温
や
低
温
の
環
境
下
で
劣
化

が
加
速
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

容
量
が
少
し
減
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
す
ぐ
に
充
電
せ

ず
、
充
電
の
回
数
を
減
ら

す
。
充
電
し
た
ま
ま
、
あ
る

い
は
残
量
０
の
ま
ま
放
置
し

な
い
。
車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
な
ど
高
温
に
な
る
場
所
に

放
置
し
な
い
な
ど
、
使
い
方

に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
よ
り

長
い
期
間
使
い
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

種類 公称電圧 重量エネルギー密度 自己放電率
鉛蓄電池 2.0V 30 〜 40Wh/Kg 3 〜 20%
ニッケル・カドミウム電池 1.2V 40 〜 60Wh/Kg 10 〜 20%
ニッケル水素電池 1.2V 60 〜 120Wh/Kg 10 〜 30%
リチウムイオン電池 3.7V 100 〜 240Wh/Kg 1 〜 10%
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増
税
で
申
告
倍
増

　

 

前
に
も
こ
の
欄
で
取
り
上
げ
た
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
２
０
１
５
年
１
月
に
相
続

税
が
増
税
さ
れ
、
２
０
１
５
年
の
相
続
税
の

A

申
告
数
は
そ
れ
ま
で
よ
り
大
き
く
増
え
た

（
２
０
１
７
年
９
月
号
）。
こ
の
傾
向
は
そ
れ

以
降
も
続
い
て
い
て
、
多
く
の
人
が
相
続
税

に
無
関
係
で
い
ら
れ
な
い
「
大
相
続
時
代
」

が
定
着
し
た
と
い
っ
て
い
い
。

　

２
０
１
５
年
の
増
税
は
、
た
し
か
基

礎
控
除
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
ん
で
し
た
よ

ね
？

　

そ
れ
ま
で
「
５
０
０
０
万
円
＋

１
０
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
」

だ
っ
た
基
礎
控
除
が
「
３
０
０
０
万
円
＋

６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
」
に
変

更
さ
れ
た
。

　

相
続
人
が
３
人
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
は

相
続
財
産
が
８
０
０
０
万
円
ま
で
は
非
課
税

だ
っ
た
も
の
が
、
４
８
０
０
万
円
を
超
え
る

と
課
税
対
象
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

　
そ
う
、
相
続
税
が
か
か
る
か
ど
う
か
の

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
金
額
が
従
来
の
６
割
に

下
が
り
、
課
税
対
象
に
な
る
相
続
が
一
気
に

増
え
た
。
グ
ラ
フ
１
は
相
続
税
の
課
税
割

BABA

合
―
―
１
年
間
に
死
亡
し
た
人
（
被
相
続

人
）
に
対
す
る
、
相
続
税
の
申
告
が
必
要
な

被
相
続
人
の
割
合
―
―
を
示
し
た
も
の
だ
。

２
０
１
４
年
ま
で
は
４
％
程
度
で
推
移
し
て

い
た
が
、
増
税
を
機
に
８
％
程
度
と
倍
増
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

相
続
税
を
払
う
人
が
倍
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

　
正
確
に
は
こ
の
数
値
は
、
被
相
続
人

ベ
ー
ス
の
割
合
だ
。
つ
ま
り
、
遺
族
が
相
続

BA

71

続く相続ブーム

0

1

3

5

7

9
（％）

（年）

2

4

6

8

2010　2011　2012　2013　2014　2015　2016　2017　2018　2019

グラフ 1 ■相続税の課税割合の推移

出典：「令和元年分相続税の申告事績の概要」（国税庁）より著者作成

08



★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の

財
産
を
残
し
て
死
亡
し
た
人
の
割
合
が
倍
に

増
え
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
相
続
税
を
払
う

遺
族
も
増
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
方
で
、
相
続
１
件
当
た
り
の
相
続
税
額
は

２
０
１
５
年
以
降
少
な
く
な
っ
て
い
る
ん

だ
。バ

ブ
ル
期
と
比
べ
る
と
…
…

　

相
続
税
を
払
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た

一
方
で
１
件
当
た
り
の
額
は
減
っ
て
い
る

…
…
。
い
わ
ば
小
粒
の
相
続
が
増
え
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

　
小
粒
な
相
続
で
も
相
続
税
の
申
告
が
必

要
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
ね
。
増
税

前
の
２
０
１
４
年
の
被
相
続
人
１
人
当
た
り

の
相
続
税
額
は
約
２
５
０
０
万
円
だ
っ
た
。

こ
れ
が
２
０
１
５
年
は
約
１
８
０
０
万
円
に

下
が
り
、
そ
の
後
も
１
８
０
０
万
円
前
後
で

推
移
し
、
２
０
１
９
年
は
１
７
０
０
万
円
強

BA

に
な
っ
て
い
る
。

　

相
続
税
も
広
く
薄
く
課
税
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　
そ
う
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
ね
。
た

だ
、
相
続
税
全
体
の
納
付
税
額
は
や
は
り

２
０
１
５
年
を
境
に
増
え
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
バ
ブ
ル
の
こ
ろ
に
比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ

減
っ
て
い
る
け
ど
ね
。
全
体
の
納
付
税
額
が

最
も
多
か
っ
た
１
９
９
１
年
に
比
べ
れ
ば
半

減
し
て
い
る
よ
。
当
時
も
い
わ
ば
相
続
ブ
ー

ム
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
当
時
の
勢
い
に
は
届

か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ね
。

　

や
は
り
バ
ブ
ル
の
と
き
は
相
続
税
も
凄

か
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
グ
ラ
フ
２
は
、
当
時
と
い
ま
の
相
続
財

産
の
内
訳
―
―
課
税
対
象
に
な
っ
た
財
産
の

金
額
の
比
率
―
―
を
示
し
た
も
の
だ
。
当
時

は
土
地
が
約
70
％
と
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め

て
い
る
が
、
い
ま
は
土
地
の
比
重
は
減
っ
て

逆
に
現
金
・
預
貯
金
が
増
え
て
い
る
。
同
じ

相
続
ブ
ー
ム
と
い
っ
て
も
、
当
時
と
は
様
相

が
大
き
く
違
っ
て
い
る
よ
。

BABA

土地
34.4%

家屋
5.2%

有価証券
15.2%

現金・
預貯金等
33.7%

その他
11.5%

土地
73.3%

家屋
4.6%

有価証券
8.7%

現金・預貯金等
7.8%

その他
5.7%

グラフ２－１■相続財産の内訳（2019 年）グラフ２－２■相続財産の内訳（1991 年）

出典：「国税庁統計年報書　平成3 年度版」より著者作成 出典：「令和元年分相続税の申告事績の概要」（国税庁）
より著者作成
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
58
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/

219

見
え
な
い
杖

東
京
都 

東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
中
学
校　

一
学
年　

髙た
か
は
た畑　

日ひ

な

こ
奈
子

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞

　
「
今
日
、
保
険
に
入
っ
た
よ
。」

父
が
、
夕
食
の
と
き
に
話
し
始
め
ま
し
た
。

「
日
奈
子
も
中
学
生
に
な
っ
た
し
、
万
が
一
に
備
え
て
加
入
し
た
ん

だ
。」

と
言
葉
を
続
け
ま
し
た
。
私
は
一
体
何
の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
、

「
保
険
っ
て
何
？
」

と
聞
い
て
み
ま
し
た
。
私
の
質
問
に
父
は
、
事
前
に
お
金
を
積
み

立
て
る
こ
と
で
、
病
気
や
ケ
ガ
で
今
ま
で
ど
お
り
父
が
仕
事
を
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
に
生
活
で
き
る
お
金
を
支
給
し
て
く
れ
る
制

度
だ
、
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
父
の
説
明
だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
で
も
調
べ
て
み
ま
し
た
。
事
故
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
〝
も
し

も
〟
が
現
実
に
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
お
金
の
面
で
困
ら
な

い
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
が
少
し
ず
つ
お
金
を
出
し
合
い
、
集
ま
っ

た
お
金
を
〝
も
し
も
〟
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
受
け
取
る
こ

と
で
経
済
的
に
助
け
あ
う
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
、明
治
時
代
に
福
沢
諭
吉
が
欧
米
の
〝
近
代
的
保
険
制
度
〟

を
紹
介
し
た
け
れ
ど
、
当
時
は
「
人
の
生
死
に
よ
っ
て
金
儲
け
を

す
る
の
か
」
と
な
か
な
か
広
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。

　

翌
朝
か
ら
父
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
も
の
ぐ
さ
で
今

ま
で
あ
ま
り
運
動
を
し
て
こ
な
か
っ
た
父
が
、
唐
突
に
運
動
を
始

め
た
の
で
、
母
に
な
ぜ
急
に
運
動
を
始
め
た
の
か
聞
い
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
母
に
は
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
「
健
康
を
維
持
し
た
い

か
ら
」
と
話
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
は
『
あ
っ
』
と
思
い
ま
し
た
。
父
は
保
険
に
入
っ
た
こ
と
で

10



新刊のご案内

 ｢医療保障ガイド｣改訂版ができました！
「医療保障ガイド」は、病気やケガで
入院や手術をした場合の医療費の自
己負担の仕組みや、生命保険会社が
取り扱う医療関係の生命保険商品の
内容などを、図表や具体例を用いて
わかりやすく解説しています。
今回の改訂では、新型コロナウイルス
感染症の拡大に伴い、給付金・保険
金支払いについて生命保険会社が講
じた特別措置をまとめました。また、
入院日数が短期化する傾向や最近の
治療内容・診療報酬点数をもとに、事
例を最新化しました。
B5 判・52ページ（オールカラー）1部 200 円（税込価格・送料別）
お申込は（公財）生命保険文化センターホームページ
（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからはQR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
リ
ス
ク
〝
も
し
も
〟
を
再
認
識
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
族
を
守
る
た
め
、
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
な

い
た
め
、
そ
の
た
め
に
何
よ
り
も
自
分
自
身
の
健
康
を
守
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

保
険
は
困
っ
た
と
き
に
支
え
て
く
れ
る
と
い
う
大
き
な
力
が
あ

る
と
共
に
、
病
気
の
予
防
や
ケ
ガ
の
防
止
の
た
め
の
意
識
付
け
を

し
て
く
れ
る
も
の
、
ま
さ
に
見
え
な
い
杖
の
よ
う
な
存
在
に
感
じ

ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
は
人
々
が
誤
解
し
て
し
ま
っ
た
保
険
と
い
う
制
度

は
、
今
や
全
世
界
に
広
が
り
、
強
く
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
要
望
に
見
合
っ
た
保
障
が
で
き
る
よ

う
、
細
分
化
し
、
進
化
し
た
制
度
と
し
て
社
会
を
支
え
る
頼
も
し

く
、そ
し
て
力
強
い
杖
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
〝
も
し
も
〟

の
と
き
の
た
め
に
保
険
に
入
る
と
き
、
そ
れ
と
同
時
に
自
分
の
大

切
な
人
の
た
め
に
み
ん
な
が
自
分
の
健
康
を
考
え
る
大
切
な
機
会

に
な
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

父
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
五
カ
月
に
な
り

ま
す
。
長
続
き
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
に
反
し
て
、

少
し
日
焼
け
し
た
顔
に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
、
心
な
し
か
へ
こ
ん
だ

お
腹
を
さ
す
り
な
が
ら
今
朝
も
父
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。

そ
ん
な
父
の
後
ろ
姿
に
、
普
段
あ
ま
り
父
と
話
さ
な
い
私
は
、

『
家
族
の
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。』

と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
は
照
れ
臭
く
て
な

か
な
か
言
え
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
父
に
ち
ゃ
ん
と

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね
。」

と
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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こ
の
４
月
か
ら
、
社
員
を
70
歳
ま
で
働

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
企
業
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
み

ま
し
た
。も
し
70
歳
に
な
る
ま
で
働
く
と
し
て
、

社
会
保
険
も
70
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

社
会
保
険
は
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
取

扱
い
に
若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
勤
務
し
て
い
る
か
ぎ
り
（
パ
ー
ト

な
ど
の
場
合
を
除
き
）
70
歳
に
な
る
ま
で
は
加

入
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

QA

当
面
は
「
努
力
義
務
」

か
つ
て
は
、
60
歳
に
な
り
定
年
を
迎
え
て
リ

タ
イ
ア
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
現
在
は

60
を
過
ぎ
て
も
働
く
の
が
ふ
つ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
法
律
で
65
歳
に
な
る
ま
で
の

雇
用
確
保
が
企
業
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
従
業
員
が
希
望
す
れ
ば
、
企
業
は
65

歳
に
な
る
ま
で
雇
用
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
65
歳
に
な
る
ま
で
の
雇
用
義

務
は
、
必
ず
し
も
定
年
を
65
歳
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具

体
的
に
は
次
の
３
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
措

置
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①　

定
年
そ
の
も
の
を
な
く
す
。

②　

定
年
を
65
歳
（
以
上
）
に
引
き
上
げ
る
。

③　
（
60
歳
の
）
定
年
後
も
65
歳
に
な
る
ま
で

再
雇
用
す
る

約
８
割
の
企
業
は
、
60
歳
定
年
の
ま
ま
、
③

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
65
歳
に
な
る
ま
で
の
雇
用
を
義

「70 歳リタイア」時代と
社会保険（前編）

第 48回

務
付
け
た
法
律
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
４
月
か
ら

70
歳
に
な
る
ま
で
の
就
業
確
保
が
努
力
義
務
と

し
て
課
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
65
歳
に
な
る
ま

で
の
雇
用
は
「
義
務
」
で
す
が
、
70
歳
に
な
る

ま
で
の
就
業
確
保
は
「
努
力
義
務
」
で
す
。
対

応
し
な
く
て
も
罰
則
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
た
だ
ち
に
70
歳
リ
タ
イ
ア
が
当
た

り
前
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
65
歳
に
な
る
ま
で
の
雇
用
も
当
初
は

努
力
義
務
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
法
改
正
に
よ

り
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
同
様
に
、
70
歳
に
な

る
ま
で
の
就
業
確
保
も
い
ま
の
と
こ
ろ
は
努
力

義
務
で
す
が
、
今
後
、
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
近
い
将
来
、
企
業
は
、
70
歳

に
な
る
ま
で
の
再
雇
用
な
ど
の
措
置
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
今
回
の
70
歳
に
な
る
ま
で
雇
用
確
保

に
つ
い
て
は
、
①
定
年
の
廃
止
、
②
定
年
の
70

歳
（
以
上
）
へ
の
引
上
げ
、
③
70
歳
に
な
る
ま

で
の
再
雇
用
の
ほ
か
、
④
70
歳
に
な
る
ま
で
業

務
委
託
の
締
結
、
⑤
70
歳
に
な
る
ま
で
従
事
で

き
る
社
会
貢
献
事
業
の
導
入
に
よ
る
こ
と
も
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

厚
生
年
金
保
険
は
「
70
歳
未
満
」

社
会
保
険
の
加
入
対
象
年
齢
は
そ
の
種
類
に

よ
り
微
妙
に
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
厚
生
年
金

保
険
の
加
入
対
象
者
は
「
70
歳
未
満
」
と
な
っ

て
い
て
、70
歳
リ
タ
イ
ア
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

健
康
保
険
は
75
歳
に
な
っ
て
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
ま
で
は
加
入
対
象
で
す
。
介

護
保
険
は
加
入
者
の
年
齢
の
上
限
は
あ
り
ま
せ

ん
（
た
だ
し
、
65
歳
に
な
る
と
保
険
料
が
給
与

か
ら
で
は
な
く
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
）。

労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
労
災
）
と
雇
用
保

険
も
被
保
険
者
の
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。雇

用
保
険
は
、か
つ
て
は
65
歳
以
上
で
新
た
に
就
職

し
た
場
合
に
は
被
保
険
者
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、今
回
の
改
正
を
見
越
し
て
、２
０
１
７
年

１
月
か
ら
は
被
保
険
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
社
会
保
険
の
加

入
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
70
歳
リ
タ
イ
ア
時
代

に
対
応
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。一
方
で
、

日常的にオンライン会議、オンラインプレゼン、
また、プライベートではオンラインお茶会、セミナー
や勉強会への参加など「オンライン」は、なくて
はならないコミュニケーションツールとして私たち
の生活に浸透し始めています。そこで今回は「好
感度」を上げたいのについうっかりしがちな３つ
のチェックポイントをお伝えします。　①背景に
気をつける～プレゼン内容が完璧でもあなたの
生活感（洗濯物、ベッドなど）が丸写りではあり
ませんか？　②画面の中央に写る～コミュニケー
ション画面にいるあなたが画面の端にいたり画
面に近づきすぎてはいませんか？　③表情が伝
わる明るい場所を選ぶ～お部屋が暗い、逆光な
どで表情が見えづらくはありませんか？ 私たちは
声だけではなく、お互いの笑顔や環境を味方に
つけながらコミュニケーションをとっていますから
ね。 いか が
ですか？ 「出
来 る 工 夫 」
をしながらオ
ンラインライ
フを楽しみま
しょう♥

～素敵な人になるヒント～

好感度が上がる画面の作り方

VoI.108

社
会
保
険
の
給
付
に
目
を
転
ず
る
と
、
必
ず
し

も
70
歳
リ
タ
イ
ア
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
次
号
で
解
説
し
ま
す
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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〜
あ
な
た
を
守
り
た
い
〜

お
客
様
か
ら
の

感
謝
の
声

お
客
様

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
命
保
険
と
個
人
年
金
保
険
に
加
入
し
て
約
30
年
。

老
後
の
備
え
ま
で
準
備
で
き
、
長
年
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
で
す

加
入
の
き
っ
か
け
は
、

長
男
誕
生
と
夫
の
糖
尿
病
発
症

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
千
葉
県

在
住
の
Ｍ
さ
ま
で
す
。
Ｍ
さ
ま
が
生
命
保
険
に

加
入
し
た
き
っ
か
け
は
、
長
男
誕
生
と
夫
の
糖

尿
病
発
症
が
重
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

「
夫
は
30
代
で
糖
尿
病
を
発
症
し
ま
し
た
。
幸

い
薬
物
療
法
は
必
要
な
く
、
食
事
や
運
動
の
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
療
法
で
す
み
ま
し
た
。
そ

の
年
に
、
長
男
が
誕
生
し
て
家
族
が
増
え
た
こ

と
も
あ
り
、
夫
の
生
命
保
険
の
見
直
し
を
考
え

て
、
友
人
に
相
談
し
ま
し
た
」

　

Ｍ
さ
ま
の
友
人
は
、
住
友
生
命
東
京
東
支
社

東
神
田
支
部
の
山
田
若
菜
さ
ん
。
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

「
Ｍ
さ
ま
は
私
の
前
職
の
１
年
先
輩
で
す
。
偶

然
、
大
学
の
同
窓
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
と

て
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
私
の
転
職
後
も
定

期
的
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
長
年
、
気
持
ち
の

よ
い
お
付
き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
ご
主
人

の
生
命
保
険
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
た
と
き
に

は
、
プ
ロ
の
立
場
か
ら
Ｍ
さ
ま
ご
家
族
の
将
来

を
考
え
た
プ
ラ
ン
を
提
案
し
ま
し
た
」

　

Ｍ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
山
田
さ
ん
か
ら
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
大
切

さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
生
命
保
険
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
適
格
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
夫
の
生
命
保
険
の
見
直
し
と
と
も

に
、
私
も
生
命
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
」

夫
（
62
歳　
会
社
員
）　
Ｍ
さ
ま
（
57
歳　
契
約
社
員
）　
長
男
（
28
歳　
会
社
員
）

次
男
（
25
歳　
会
社
員
）

Vol. 196　
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３
年
後
の
ご
次
男
出
産
時
に
、
Ｍ
さ
ま
は
子

宮
筋
腫
の
摘
出
手
術
を
し
ま
し
た
。

「
手
術
費
用
な
ど
が
給
付
さ
れ
、
出
費
の
多
い

時
期
だ
っ
た
の
で
、
経
済
的
に
と
て
も
助
か
り

ま
し
た
。
50
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
胆
石
や
良

性
腫
瘍
の
切
除
な
ど
の
手
術
や
入
院
が
あ
り
、

年
齢
と
と
も
に
ま
す
ま
す
生
命
保
険
の
重
要
性

を
再
認
識
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
Ｍ
さ
ま
は
、
30
代
で
個
人
年
金
保
険

に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

「
当
時
は
、
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来
の
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
山
田
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
加
入
し
ま
し
た
。
現
在
、
年
金
を
受
け
取

る
年
齢
が
近
づ
き
、
い
つ
の
間
に
か
老
後
の
備

え
が
で
き
て
い
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

山
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｍ
さ
ま
は
、
折
に
触
れ
て
息
子
さ
ん
た
ち
に

生
命
保
険
の
大
切
さ
を
話
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
最
近
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
長
男
か
ら
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
話
を
聞
き
た
い
と
依

頼
さ
れ
お
会
い
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
若
い
世

代
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
で
き
て
、

Ｍ
さ
ま
ご
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

Ｍ
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生

命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
山
田
さ
ん
の

お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

仲
間
た
ち
と
仕
事
に
励
み
、
遊
び
を

楽
し
む
キ
ラ
キ
ラ
と
充
実
し
た
20
代

　

Ｍ
さ
ま
は
大
学
卒
業
後
に
就
職
し
た
会
社
で

山
田
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。

「
若
い
社
員
が
多
く
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た

職
場
環
境
で
し
た
。
山
田
さ
ん
た
ち
後
輩
や
同

期
と
一
緒
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
食
事
に

い
っ
た
り
、遊
び
に
い
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
」

　

仲
間
た
ち
と
仕
事
に
励
み
、遊
び
を
楽
し
む
、

キ
ラ
キ
ラ
と
充
実
し
た
20
代
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
結
婚
や
出
産
と
い
う
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
を
次
々
と
迎
え
た
の
で
す
。

「
お
互
い
の
結
婚
式
に
出
席
し
、
出
産
を
祝
い

合
い
、
退
職
後
も
皆
の
人
生
の
節
目
に
関
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
海
外
や
遠
方
に
引
っ
越
し
た

人
も
い
ま
す
が
、
30
数
年
経
っ
た
今
で
も
連
絡

を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
」

　

実
は
、
こ
う
し
た
濃
密
な
仲
間
た
ち
と
の
関

係
か
ら
、Ｍ
さ
ま
は
ご
主
人
と
出
会
え
ま
し
た
。

「
ま
っ
た
く
違
う
業
種
の
夫
と
の
出
会
い
は
仲

間
の
お
か
げ
で
し
た
。
私
は
、
結
婚
後
も
仕
事

を
続
け
、
長
男
出
産
前
に
退
職
し
ま
し
た
」

　

Ｍ
さ
ま
が
ご
長
男
を
出
産
し
た
年
に
、
ご
主

人
が
糖
尿
病
を
発
症
し
ま
し
た
。

「
夫
の
父
親
も
兄
弟
も
糖
尿
病
だ
っ
た
の
で
、

発
症
す
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
な
と
夫
婦
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
幸
い
、
服
薬
な
ど
の
薬
物
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治
療
で
は
な
く
、
治
療
の
正
し
い
知
識
、
食
事
、

運
動
な
ど
、
糖
尿
病
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い

く
方
法
を
学
ぶ
『
教
育
入
院
』
だ
け
で
す
み
ま

し
た
」

　

ご
主
人
は
、
す
で
に
生
命
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
し
た
が
、
将
来
を
考
え
生
命
保
険
の
見
直

し
を
希
望
し
、
友
人
の
山
田
さ
ん
に
相
談
し
た

の
で
す
。

「
仲
間
の
中
で
も
山
田
さ
ん
と
は
頻
繁
に
連
絡

を
取
り
合
う
仲
。
他
愛
な
い
お
し
ゃ
べ
り
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え

る
信
頼
で
き
る
後
輩
で
す
」

　

山
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ご
主
人
の
糖
尿
病
発
症
と
ご
長
男
誕
生
。
ま

さ
に
生
命
保
険
を
見
直
す
よ
い
時
期
で
し
た
。

Ｍ
さ
ま
ご
夫
婦
か
ら
、
将
来
の
夢
や
設
計
の
お

話
を
十
分
に
伺
っ
て
か
ら
プ
ラ
ン
を
提
案
し
ま

し
た
」

人
生
の
折
り
返
し
地
点
を
前
に

個
人
年
金
保
険
に
加
入

「
山
田
さ
ん
に
提
案
し
て
も
ら
っ
た
見
直
し
プ

ラ
ン
の
お
か
げ
で
、
家
族
の
将
来
の
安
心
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
長
男
の
妊
娠
・

出
産
で
子
宮
筋
腫
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
、
女
性
疾
患
保
障
の
手
厚
い
生
命
保
険
に
加

入
し
ま
し
た
」

　

３
年
後
、
ご
次
男
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
次
男
は
逆
子
だ
っ
た
の
で
、
出
産
は
帝
王
切

開
で
し
た
。
出
産
後
、
大
き
く
な
っ
て
い
た
子

宮
筋
腫
切
除
を
し
ま
し
た
。
給
付
金
が
支
払
わ

れ
、
経
済
的
に
助
か
り
ま
し
た
」

　

二
児
の
母
親
に
な
っ
た
Ｍ
さ
ま
は
、
子
育
て

と
家
事
に
専
念
。
ご
主
人
は
、
毎
年
の
健
康
診

断
を
ク
リ
ア
ー
し
て
、
元
気
に
多
忙
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

「
私
は
子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
派
遣
社
員
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
山

田
さ
ん
と
は
、
子
育
て
や
仕
事
、
将
来
の
こ
と

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
ま
し
た
」

　

人
生
の
折
り
返
し
地
点
で
あ
る
40
歳
が
近
づ

い
て
き
た
こ
ろ
、
年
金
の
話
題
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。
公
的
年
金
だ
け
で
自
分
た
ち
の
老
後
は

大
丈
夫
な
の
か
？　

老
後
資
金
は
ど
の
よ
う
に

備
え
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
な
ど
。

「
年
金
と
か
老
後
と
か
、
あ
ま
り
実
感
の
な
い

遠
い
将
来
の
話
で
し
た
が
、
個
人
年
金
保
険
が

あ
る
こ
と
を
山
田
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
」

　

そ
れ
は
、
65
歳
か
ら
公
的
年
金
に
プ
ラ
ス
し

て
、将
来
受
け
取
る
年
金
を
準
備
で
き
る
保
険
。

Ｍ
さ
ま
は
、
早
速
加
入
し
ま
し
た
。

「
今
思
え
ば
40
歳
手
前
で
加
入
し
て
よ
か
っ
た

で
す
」

　

Ｍ
さ
ま
は
、
42
歳
の
と
き
派
遣
社
員
か
ら
現

在
の
職
場
に
契
約
社
員
と
し
て
転
職
。
週
４
日

の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
す
。

「
夫
婦
と
も
健
康
で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
50
代
半
ば
を
す
ぎ
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
体
調
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に
異
変
が
あ
り
、
生
命
保
険
の
お
世
話
に
な
る

こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
」

充
実
し
た
老
後
生
活
の

準
備
を
夫
婦
で
ス
タ
ー
ト

　

ご
主
人
は
、
50
代
に
な
っ
て
か
ら
健
康
診
断

で
医
師
か
ら
「
そ
ろ
そ
ろ
糖
尿
病
の
治
療
を
始

め
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

さ
れ
ま
し
た
が
、
自
覚
症
状
も
な
く
治
療
を
先

延
ば
し
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ

る
と
き
、「
胸
が
痛
い
」
と
い
う
体
調
に
異
変

が
あ
り
ま
し
た
。

「
心
臓
血
管
の
専
門
医
に
診
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
糖
尿
病
が
原
因
で
心
臓
の
血
管
が
細
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に

血
管
の
中
が
広
が
っ
た
状
態
を
保
つ
ス
テ
ン
ト

を
挿
入
す
る
手
術
を
し
ま
し
た
」

　

放
置
し
て
い
れ
ば
心
筋
梗
塞
の
原
因
に
な
る

症
状
で
し
た
が
、
早
期
発
見
で
き
た
の
で
２
泊

３
日
の
入
院
治
療
で
こ
と
な
き
を
え
ま
し
た
。

「
現
在
は
糖
尿
病
の
服
薬
治
療
を
し
な
が
ら
、

自
分
で
運
動
療
法
を
き
ち
ん
と
行
い
、
血
糖
値

な
ど
の
検
査
値
も
正
常
を
保
っ
て
い
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
60
歳
を
過
ぎ
た
今
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
に
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
Ｍ
さ
ま
は
54
歳
の
と
き
、
夜
中
に
激

痛
に
襲
わ
れ
救
急
外
来
を
受
診
し
ま
し
た
。

「
胆
石
で
し
た
。
１
週
間
の
入
院
中
、
胆
石
と

胆
の
う
を
と
る
手
術
を
２
回
し
ま
し
た
。
腹
腔

鏡
下
手
術
だ
っ
た
の
で
、
退
院
後
す
み
や
か
に

職
場
復
帰
で
き
ま
し
た
」

　

現
在
は
、
ご
夫
婦
だ
け
で
休
暇
を
楽
し
む
よ

う
に
な
り
、
充
実
し
た
老
後
生
活
の
準
備
も
始

ま
り
ま
し
た
。
Ｍ
さ
ま
は
、「
年
金
を
受
給
で

き
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
、
ピ
ア
ノ
を
習
う
と
い

う
夢
を
叶
え
る
つ
も
り
で
す
」
と
、
い
き
い
き

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
生
命
保
険
に
ま
つ
わ
る
経
験
や
頼

り
に
な
る
山
田
さ
ん
の
存
在
を
Ｍ
さ
ま
は
、
折

に
触
れ
て
息
子
さ
ん
た
ち
に
話
し
て
い
ま
し

た
。
す
る
と
、
新
婚
早
々
の
ご
長
男
か
ら
「
山

田
さ
ん
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
年
金
、
生
命
保
険

の
し
く
み
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
も

ら
い
、
夫
婦
と
も
に
新
生
活
ス
タ
ー
ト
の
心
構

え
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
」

　

最
後
に
山
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
な
ど
人
生
に
は
喜
び

と
と
も
に
、
病
気
な
ど
思
わ
ぬ
こ
と
が
起
こ
り

ま
す
。
私
自
身
、
大
き
な
病
を
持
つ
人
生
に
な

り
、生
命
保
険
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
後
の
備
え
も
で
き
る
個
人
年
金
保
険

な
ど
も
若
い
世
代
の
方
た
ち
に
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
で
す
」
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「令和３年度 税制改正大綱」が令和２年12月21日に閣議決
定され、通常国会において成立に向けた審議が行われます。
今回の税制改正において、個人や生命保険に関して理解を
しておきたい項目を取り上げ、その概要について説明します。
（2021年2月8日現在）

「令和３年度 税制改正大綱」
の概要（主な改正項目）

令和３年度税制改正速報！
今
回
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な

方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
関
係
の
項
目
・

部
分
に
つ
い
て
抜
粋
の
う
え
要
約
）。

１
．
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済

　
　
再
生

産
業
競
争
力
の
強
化
に
係
る
措
置
や
株

式
対
価
Ｍ
＆
Ａ
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

の
創
設　

な
ど 
 

２
．
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現 

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
す
る
措
置
の
創
設
や
研
究
開
発
税
制

の
見
直
し
、納
税
環
境
の
デ
ジ
タ
ル
化　

な
ど

３
．
中
小
企
業
の
支
援
、
地
方
創
生

中
小
企
業
向
け
投
資
促
進
税
制
等
の
延

長
や
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
見
直
し
、
中

小
企
業
の
経
営
資
源
の
集
約
化
に
資
す
る

税
制
の
創
設　

な
ど

４
．
経
済
社
会
の
構
造
変
化
を
踏
ま
え
た
税
制

　
　
の
見
直
し

個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
諸
控
除
の
見
直

し
や
、
教
育
資
金
、
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一

括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
の
見
直

し
、
資
産
移
転
の
時
期
の
選
択
に
中
立
的
な
相

続
税
・
贈
与
税
に
向
け
た
検
討　

な
ど

５
．
円
滑
・
適
正
な
納
税
の
た
め
の
環
境
整
備

退
職
所
得
課
税
の
適
正
化　

な
ど

個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
　
　
　

主
な
改
正

Ⅰ１
．
住
宅
借
入
金
等
を
有
す
る
場
合
の
所
得
税
額

　
　
の
特
別
控
除
の
特
例
措
置

①
現
行
の
控
除
期
間
13
年
の
措
置
に
つ
い
て
、

２
．
退
職

契
約
期
限
（
注
文
住
宅
は
令
和
２
年
10
月
～

令
和
３
年
９
月
、
分
譲
住
宅
等
は
令
和
２
年

12
月
～
令
和
３
年
11
月
）
と
入
居
期
限
（
令

和
３
年
１
月
～
令
和
４
年
12
月
）
を
満
た
す

者
に
延
長
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
右
記
の
控
除
期
間
13
年
の
措
置
の
延
長
分
に

つ
い
て

は
、
床
面

積
要
件
が

40
㎡
以
上

に
緩
和
さ

れ
ま
す
。

※
40
㎡
以

上
50
㎡
未

満
に
つ
い

て
は
、
合

計
所
得

金
額
１
，

０
０
０
万

円
以
下
の

者
に
適
用

さ
れ
ま

す
。

※ 本記事の内容は、令和３年２月８日現在のものであり、国会を通過するまでは正式な確定事項ではありません。今後の国会審議動向などにより、
内容が変更することがありますのでご了承願います。

出典：国土交通省（令和２年 12 月）　（注）カッコ内は、省エネやバリアフリー等の住宅用家屋の場合。

税制改正大綱の詳細については、
右記ホームページを
ご参照ください。

令和 3 年度税制改正大綱
（令和 2 年 12 月 10 日
自由民主党 公明党）
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２
．
退
職
所
得
課
税
の
適
正
化

①
そ
の
年
中
の
退
職
手
当
等
の
う
ち
、
退
職

手
当
等
の
支
払
者
の
下
で
の
勤
続
年
数
が

５
年
以
下
で
あ
る
者
が
そ
の
退
職
手
当
等
の

支
払
者
か
ら
そ
の
勤
続
年
数
に
対
応
す
る
も

の
と
し
て
支
払
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、

特
定
役
員
退
職
手
当
等
に
該
当
し
な
い
も
の

（
以
下
「
短
期
退
職
手
当
等
」
と
い
う
。）
に

係
る
退
職
所
得
の
金
額
の
計
算
に
つ
き
、 

短

期
退
職
手
当
等
の
収
入
金
額
か
ら
退
職
所
得

控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
の
う
ち
３
０
０
万

円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
退
職
所

得
の
金
額
の
計
算
上
２
分
の
１
と
す
る
措

置
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。 

②
右
記
①
の
見
直
し
に
伴
い
、
短
期
退
職
手

当
等
と
短
期
退
職
手
当
等
以
外
の
退
職
手
当

等
が
あ
る
場
合
の
退
職
所
得
の
金
額
の
計
算

方
法
、
退
職
手
当
等
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額

の
計
算
方
法
及
び
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票

の
記
載
事
項
等
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

（
注
）
右
記
の
改
正
は
、
令
和
４
年
分
以
後
の

所
得
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

資
産
課
税
に
お
け
る
主
な
改
正

Ⅱ１
．
直
系
尊
属
か
ら
住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
を

　
　
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
等 

①
令
和
３
年
４
月
～
令
和
３
年
12 

月
の

住
宅
取
得
等
に
係
る
契
約
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
度
と
同
額
の
非
課
税
限
度
額
（
一

般
の
住
宅
用
家
屋
：
１
，０
０
０
万
円
、

耐
震
、
省
エ
ネ
又
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
住

宅
用
家
屋
：
１
，５
０
０
万
円
、
と
も
に

消
費
税
率
10
％
の
場
合
）
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

②
床
面
積
要
件
が
40
㎡
以
上
（
現
行
：
50

㎡
以
上
）
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

※
40
㎡
以
上
50
㎡
未
満
に
つ
い
て
は
、
合

計
所
得
金
額
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
特
定
の
贈
与
者
か
ら
住
宅
取
得
等
資
金

の
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
相
続
時
精
算
課

税
制
度
の
特
例
に
つ
い
て
も
、
床
面
積
要

件
が
40
㎡
以
上
（
現
行
：
50
㎡
以
上
）
に

緩
和
さ
れ
ま
す
。

（
注
）
右
記
の
改
正
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
以

後
に
贈
与
に
よ
り
取
得
す
る
住
宅
取
得
等
資
金

に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

２
．
教
育
資
金
、
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈

　
　
与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課
税
措
置

教
育
資
金
、
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈

与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て
、
孫

等
が
受
贈
者
で
あ
る
場
合
に
贈
与
者
死
亡
時
の

残
高
に
係
る
相
続
税
額
の
２
割
加
算
が
適
用
さ

れ
な
い
こ
と
等
が
節
税
的
な
利
用
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
格
差
の
固
定
化

の
防
止
等
の
観
点
か
ら
所
要
の
見
直
し
を
行
っ

た
上
で
、
適
用
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
に

係
る
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て
は
、
贈

与
の
多
く
が
扶
養
義
務
者
に
よ
る
生
活
費
等
の

都
度
の
贈
与
や
基
礎
控
除
の
適
用
に
よ
り
課
税

対
象
と
な
ら
な
い
水
準
に
あ
る
こ
と
、
利
用
件

数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
次
の

適
用
期
限
の
到
来
時
に
、制
度
の
廃
止
も
含
め
、

改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
直
系
尊
属
か
ら
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
を
受
け
た

場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
】
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直
系
尊
属
か
ら
教
育
資
金
の
一
括
贈
与

を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
措
置

に
つ
い
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
た
上
、
そ

の
適
用
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

①
信
託
等
が
あ
っ
た
日
か
ら
教
育
資
金
管

理
契
約
の
終
了
の
日
ま
で
の
間
に
贈
与
者

が
死
亡
し
た
場
合
（
そ
の
死
亡
の
日
に
お

い
て
、
受
贈
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
を
除
き
ま
す
。）
に
は
、
そ
の
死

亡
の
日
ま
で
の
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

日
に
お
け
る
管
理
残
額
は
、
受
贈
者
が
そ

の
贈
与
者
か
ら
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

イ　

23
歳
未
満
で
あ
る
場
合

ロ　

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
場
合

ハ　

教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な

る
教
育
訓
練
を
受
講
し
て
い
る
場
合

（
注
）
右
記
の
「
管
理
残
額
」
と
は
、
非
課

税
拠
出
額
か
ら
教
育
資
金
支
出
額
を
控
除

し
た
残
額
を
い
い
ま
す
（
②
に
お
い
て
同

じ
。）。

②
右
記
①
に
よ
り
相
続
等
に
よ
り
取
得
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
管
理
残
額
に
つ
い

て
、
贈
与
者
の
子
以
外
の
直
系
卑
属
に
相

続
税
が
課
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
管
理

残
額
に
対
応
す
る
相
続
税
額
は
、
相
続
税

額
の
２
割
加
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
右
記
①
及
び
②
の
改
正
は
、
令
和
３
年

４
月
１
日
以
後
の
信
託
等
に
よ
り
取
得
す
る
信

託
受
益
権
等
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
直
系
尊
属
か
ら
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与

を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
】

直
系
尊
属
か
ら
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一

括
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税

措
置
に
つ
い
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
た
上
、

そ
の
適
用
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

①
贈
与
者
か
ら
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
管
理
残
額
に
つ
い
て
、

そ
の
贈
与
者
の
子
以
外
の
直
系
卑
属
に
相

続
税
が
課
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
管
理

残
額
に
対
応
す
る
相
続
税
額
は
、
相
続
税

額
の
２
割
加
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
右
記
の
「
管
理
残
額
」
と
は
、
非
課

税
拠
出
額
か
ら
結
婚
・
子
育
て
資
金
支
出

額
を
控
除
し
た
残
額
を
い
い
ま
す
。

②
受
贈
者
の
年
齢
要
件
の
下
限
が
18
歳
以

上
（
現
行
：
20
歳
以
上
）
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

（
注
）
右
記
①
の
改
正
は
令
和
３
年
４
月
１
日

以
後
、
右
記
②
の
改
正
は
令
和
４
年
４
月
１
日

以
後
の
信
託
等
に
よ
り
取
得
す
る
信
託
受
益
権

等
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
資
産
移
転
の
時
期
の
選
択
に
中
立
的
な
相
続
税
・

　
贈
与
税
に
向
け
た
検
討 

わ
が
国
の
贈
与
税
は
、
相
続
税
の
累
進

回
避
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
高
い
税
率

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
生
前
贈
与
に
対
し

抑
制
的
に
働
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
現

在
の
税
率
構
造
で
は
、
富
裕
層
に
よ
る
財

産
の
分
割
贈
与
を
通
じ
た
負
担
回
避
を
防

止
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
相
続
税
と
贈
与
税
を
よ
り
一
体
的
に

捉
え
て
課
税
す
る
観
点
か
ら
、
現
行
の
相

続
時
精
算
課
税
制
度
と
暦
年
課
税
制
度
の

あ
り
方
を
見
直
す
な
ど
、
資
産
移
転
の
時

期
の
選
択
に
中
立
的
な
税
制
の
構
築
に
向

け
て
の
本
格
的
な
検
討
を
進
め
る
と
さ
れ

て
お
り
、
来
年
度
以
降
で
抜
本
的
に
改
正

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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ポ
イ
ン
ト
と
マ
イ
ル
の

ポ
イ
ン
ト
と
マ
イ
ル
の

扱
い
の
違
い
に
注
意

扱
い
の
違
い
に
注
意

さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
で
の
買
い
物
や
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
貯
ま
る
ポ
イ
ン
ト
。
今
や
多

く
の
人
が
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お

り
、
な
か
に
は
何
万
も
の
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て

い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
も
し
ポ
イ
ン
ト
の
持
ち
主
が
亡
く

な
っ
た
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を
相
続
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
ポ
イ
ン
ト
の
相
続
は
難

し
い
よ
う
で
す
。
企
業
に
よ
り
規
約
は
異
な
り

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
は
「
会
員
の
死
亡

時
に
は
会
員
資
格
を
失
う
」「
相
続
は
で
き
な

い
」
な
ど
と
い
っ
た
文
言
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
利
用
者
が
亡
く
な
っ
た
時
点
で
ポ
イ
ン
ト

は
失
効
し
、使
え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
な
か
に
は
家
族
間
で
ポ
イ
ン
ト

を
共
有
し
た
り
、
複
数
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

１
枚
に
ま
と
め
た
り
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
厳
密
に
は
「
相
続
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
亡
く
な
っ
た
人
の
ポ
イ
ン
ト

を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
と
同
様
に
、
航
空
会
社
の

マ
イ
ル
を
貯
め
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
実
は
、Ｊ
Ａ
Ｌ（
日
本
航
空
）や
Ａ
Ｎ
Ａ（
全

日
空
）
の
マ
イ
ル
は
、
規
定
上
、
相
続
が
可
能

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
「
会
員
が
死
亡
し
た
際
、
法
定

相
続
人
は
所
定
の
手
続
き
に
よ
り
会
員
の
マ
イ

ル
口
座
に
残
る
有
効
な
マ
イ
ル
を
相
続
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
」（
Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
イ
レ
ー
ジ
バ
ン

ク
一
般
規
約
14
条
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
「
会
員
が

死
亡
し
た
場
合
、
法
定
相
続
人
は
、
会
員
が
取

得
し
て
い
た
マ
イ
ル
を
、
所
要
の
手
続
き
が
完

了
し
た
時
点
で
有
効
な
範
囲
で
承
継
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」（
Ａ
Ｎ
Ａ
マ
イ
レ
ー
ジ
ク
ラ
ブ

会
員
規
約
21
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
続
す
る
場
合
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
必
要
書
類
を
揃

え
て
郵
送
で
、
Ａ
Ｎ
Ａ
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ

た
上
で
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
ル
は
本
来
、
使
う
た
め
に

貯
め
る
も
の
で
す
か
ら
、
利
用
者
が
元
気
な
う

ち
に
使
い
切
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
利
用
者
が

亡
く
な
り
、
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
ル
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
そ
の
扱
い
を
運
営
会
社
に
問

い
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ポイント・マイルは
相続できる？

第　　　 回120

10
00
0

10
00
0

21 2021  |  March



技能検定

お金に関する正しい知識を身につけ
人生100年時代に備えましょう

ファイナンシャル・プランニング

国 家
試 験

日 3月12日（金）～4月1日（木）　5月23日 2021年  

受検申請受付期間2021年度試験日程

2021年

日 7月6日（火）～7月27日（火）　9月12日 2021年  2021年

日 11月9日（火）～11月30日（火）　1月23日 2021年  2022年

検定センター   
厚生労働大臣指定試験機関

https://www.kinzai.or.jp/
  

https://kentei.kinzai.or.jp/mobile
● スマートフォンからも受検申請ができます。 

● 詳細は、一般社団法人金融財政事情研究会のホームページをご覧ください。インターネットで受検申請ができます。

TEL 03-4334-1263

170x242

毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

3 月追加予定：【法人への提案】事業承継の
勘所 自社株対策などについて

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
3 月追加予定：個人 No.08 相続税のかかる
財産とかからない財産にはどのようなもの
があるかご存じですか？

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
3 月追加予定：【法人】終身保険

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに  
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

注目の記事

11月２日から特別公開！
公的保険アドバイザー協会

「公的保険入門セミナー」
動画を特別公開！ !


